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　11 月３日、白藤の滝周辺で、第 23 回滝山渓谷紅
葉まつりが開かれました。
　オープニングでは、都美恵太鼓による創作太鼓が披
露され、毎週練習を欠かさないという 16人のメンバー
が、さまざまな大きさの太鼓を使って演奏しました。
　会場にはフランクフルトや焼きそば、肉まんなどを
販売するブースが並びました。
　また、白藤滝保勝会では俳句を募集するために、ま
つり会場に投句箱を設置しました。訪れた人は、まつ
りや、会場周辺に広がる秋の景色などを題材に、俳句
を作っていました。

それぞれの想いを込めて
島ヶ原文化芸術まつり（展覧会）

　11月３日、阿山B&G海
洋センターの駐車場で、け
んずいまつり 2010 が開か
れました。
　けんずいまつりは「あやま
の恵み・食・文化」がテーマ
で、市内で活動するグループ
やサークルなどのステージイ
ベントや地域によるたくさん
の出店があり、今年も大勢の人でにぎわいました。
　中でも、阿山で収穫された伊賀米もち米を使った

「きなこもち」のふるまい
と、地元の野菜をふんだん
に使った大なべ料理の「す
いとん」には長い行列がで
きました。具は、かぼちゃ
のすいとんやあげの中にう
どんが入った巾着などで、
できあがるころには、煮込
んだ野菜の甘い匂いが広が
りました。

大きくな～れ！！
内水面漁業振興（稚魚放流）事業

　11 月２日から４日の３日間、
島ヶ原会館で文化芸術まつり（展
覧会）が行われました。
　まつりには保育所や小学校、
老人クラブ、文化サークルなど
島ヶ原地域の人を中心に、756
人が出展し、色鮮やかで緻

ち み つ

密な
ちぎり絵や、来年の干支であるうさぎの人形などの手
芸作品、書画、写真など 922点が展示されました。
　このまつりは誰でも作品を出展することができる住
民参加の場として、毎年この期間に行われており、出
展することを楽しみに１年をかけて作品を制作してい
る人もいます。

けんずいまつり 2010

　11 月２日、市内の子
どもたちがマスの稚魚
1,000匹を放流しました。
　これは河川環境保全美
化を目的に、魚が住める
ようなきれいな川を守る
ことの大切さを知っても
らおうと、伊賀川漁業協
同組合の協力を得て行っ
たものです。
　今年は、依那古第２保
育所の子どもたちが上郡
地内河川敷で、さくら保
育園の子どもたちが阿保
地内河川敷で放流しまし
た。色とりどりのバケツ
に入れられた稚魚を、順
番に川へ放し、「元気に
大きくなってね！」と声
をかけました。
　この日放流された稚魚
は１年経つと 30㎝ほど
に成長するそうです。

いろんな秋、見～つけた
第 23 回 滝山渓谷紅葉まつり



　11 月 13 日、阿波地区防
災広場で、住民参加型の防災
訓練を実施しました。
　訓練は、愛知県北部を震源
とする内陸直下型地震の発生
により、阿波地区の震度 5弱
をはじめ、市内で大きな揺れ
を観測し、土砂崩れなどの大
きな被害が発生しているとい
う想定です。
　防災関係機関の情報伝達訓
練をはじめ、地域住民による避難訓練、住民・消防団・
消防本部による初期消火・積み土のう・救出救護・炊
き出しなどの実動訓練を行いました。
　参加した人たちは、大きな災害が起きたとき、いか
に自助が重要か、いかに隣近所の共助が大切になるか
を、身をもって体験できた様子でした。
　また訓練のほかに、地震や火事の恐ろしさを実感し
てもらおうと、地震体験車や煙体験ハウスなども設置
しました。「実際に体験してみると、想像する以上の

怖さだった。」と話す人もい
ました。
◦自助 ･･･自分の身は自分
　　　　　で守るということ
◦共助 ･･･自分たちの住ん
　　　　　でいる地域は自
　　　　　分たちで守ると
　　　　　いうこと
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総合サービスINAX

災害時に備えて
伊賀市防災訓練

　11月 12日、萬寿寺でしぐれ
忌が行われました。これは松尾
芭蕉の遺徳を偲

しの

び、毎年この日
に行われているものです。
　法要はコーラスグループユー
による芭蕉讃歌の合唱で始ま
り、芭蕉の墓への献花などが行
われました。

　また、その後には「ふるさとの芭蕉さん」と題して、
地元出身の俳人で「芭蕉伊賀」主宰の藤井充子さんに
よる講演が行われました。講演では芭蕉がふるさとの
伊賀の地で詠んだ句を中心に解説され、訪れた人たち
は芭蕉が句にあら
わした思いなどを
学びました。

芭蕉の偉業を称える
しぐれ忌


